
25

開発成果

オンラインブレンド射出成形機
～炭素繊維と樹脂ペレットの直接供給による小型射出成形機を開発した～
●…岐阜大学…特任教授 守富　寛　　●…株式会社名機製作所　嘉藤太造　　●…株式会社鈴木化学工業所　井下邦之
●…あいち産業科学技術総合センター　松原秀樹、門川泰子

成果概要

射出成形は形状自由度や量産性に優れた生産方式だが、CFRTPは材料のコスト高の
為なかなか普及しない。
本研究では、材料コスト削減を実現する為、日本初のリサイクル炭素繊維を用いたオ
ンラインブレンド射出成形機を開発。長繊維ペレット成形と比較してコスト削減を実
現し、且つ、同等の物性値を得た。また、廃棄処理されている炭素繊維を有効利用
することが可能となった。

特  長

仕  様

開 発 技 術

●減算式材料供給装置により、ヴァージン繊維と同
等の重量安定性を実現。また、繊維含有比率の
任意調整を可能にし、材料選択の自由度もup

●専用スクリュ・シリンダにより、残像繊維長の確
保、分散性の向上を実現

●リサイクル炭素繊維の利用によるコスト低減と廃
棄物対策

<オンラインブレンド射出成形機>
●型締力……1000kN
●デーライト……910mm
●タイバー間隔……460×460mm
●エジェクタ力……32.4kN

●スクリュ径……40mm
●最大射出圧力……199MPa
●可塑化能力……127kg/h
●射出速度……350mm/s

●射出成形機における減産式材料供給装置の組合
わせ適合
●繊維材供給のスクリュ喰い込み性向上を果たした
ハウジング形状の最適化
●繊維折損を低減し、分散性を向上させる特殊低
圧縮スクリュの開発

●汎用的な設備を用いたリサイクル炭素繊維の表面
処理技術の開発

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

株式会社名機製作所　営業部中部支店　嘉藤太造
e-mail…:daio.kato@meikii-ss.co.jp　電話番号：0562-47-2391　FAX：0562-47-2395
特願2018-80354、特願2017-201636

オンラインブレンドシステム小型射出成形機（100t）

ウォーターパイプ
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自動車軽量化のための熱可塑性炭素繊維強化樹脂の加工技術開発
～CFRPの開発～生産～再生の一大拠点形成への貢献を目指して～

参画機関

●…岐阜大学
●…大同大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…公益財団法人科学技術交流財団
●…川西塗装株式会社
●…株式会社鈴木化学工業所
●…株式会社名機製作所
●…中部エンジニアリング株式会社
●…矢作産業株式会社

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

地球温暖化のため自動車から二酸化炭素削減は、世界的な喫緊の課題となっている。今後の排出規制に対応す
る為、自動車の軽量化は避けて通れず、CFRPは最も軽量化効果が期待される材料として注目されている。
本プロジェクトでは熱可塑性樹脂をマトリックスとするCFRTPを用いた自動車部品加工技術の研究開発を行っ
た。CFRTPを用いた中空パイプの自動曲げ加工装置の開発。その中空パイプ部材とパネル形状を有する複雑
形状部品を短時間で製造する一体成形技術の確立。さらにリサイクル炭素繊維をオンラインで樹脂と複合化して
成形を可能とする射出成形機の開発を実現した。

●オンラインブレンド射出成形機
●CFRTP曲げ加工装置、CFRTP…3D曲げパイプ

●サイドインパクトビーム一体成形CFRTPドアパネル

●…株式会社名機製作所　中部支店　嘉藤太造

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

本プロジェクトの産学行政各開発従事者の英知を集
め、課題に対して多角的な見識を持って臨める感覚
は、日頃の自社開発活動とは異なり推進力があった。
またテーマを共有することで企業各社が異なる課題を
発見し、製品開発を行う観点として広い視野とより深
いニーズが発見できた。

県内主要産業である自動車産業の一大テーマ、車体軽
量化部品の開発として、CFRTP加工技術及びリサイク
ル炭素繊維利用化技術を展開することで製造コスト低
減を実現させる。開発した各装置は製造現場のライン
適合の検討段階に進み、ユーザー個々に対し其々のも
つ基準をクリアにし、2019～20 年の中で上市するこ
とを目標にブラッシュアップを図る。

株式会社名機製作所
嘉藤太造

岐阜大学
守富　寛
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